
The 18th KANAGAWA BIENNIAL World 
Children Art Exhibition in 2014 

東ティモールは２００２年に

独立した、アジアで一番新

しい国で、インドネシアの隣

に位置する小さな島国です。 

東ティモールではゴミ問題が

深刻です。学校でセミナーを

実施し、ポイ捨てをやめるた

めの活動を行っています。 

絵画展に参加するにあたり、

子どもたちの考える環境に

ついて、絵を書いてもらうア

クティビティを実施しました。 

東ティモールは独立から12年が経ちますが、まだまだ発展途上の国で、当然教育に関しても進んでいません。中学

校では、美術の授業はないところがほとんどです。この度、カナガワビエンナーレ国際児童画展への出展にあたり、

ディリ市内の4つの中学校と近所の子どもたちに、ポイ捨てに関するセミナーを行 

いました。セミナー終了後に、子どもたちの考える『環境』について絵を描いてもら 

い、122名もの子どもたちが、当国際児童画展に参加することができました。子ど 

もたちの多くは、普段絵を描く機会はないので、本当に楽しそうに描いていました。 

また、彼らは他の国の子どもたちが、どんな絵を描くのか非常に興味を抱いてい 

ます。東ティモールの子どもたちが、環境について、『考える、表現する』という絵 

画経験を通して、環境に関心を持ってくれる良いきっかけになったと思います。 青年海外協力隊 平成25年度4次隊  

東ティモール 環境教育 藤原 祐輔 

顔写真 

East-Timor Seminars Painting Activity 
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